
市　報　に い が た （2）平成12年11月12日第　　　号1759

保健所の電話番号は�228-1000（代表）です

Ｑ

65
歳
以
上
の
人
が
本
市
か

ら
転
出
し
た
り
死
亡
し
た
場
合

は
、
保
険
料
は
ど
う
な
る
の
で

す
か
？

Ａ

転
出
ま
た
は
死
亡
し
た
月

の
前
月
分
ま
で
本
市
に
保
険
料

を
納
め
ま
す
。
保
険
料
は
月
割

で
計
算
さ
れ
ま
す
＝
計
算
例
＝
。

月
割
り
で
計
算
し
た
結
果
、

保
険
料
の
不
足
分
や
納
め
す
ぎ

た
分
が
あ
る
場
合
は
、
転
出
ま

た
は
死
亡
し
た
翌
月
に
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。

第
32
回
市
美
術
展
の
入
賞
者

が
決
定
し
ま
し
た
。
応
募
作
品

は
７
部
門
１
２
１
５
点
で
、
入

選
作
品
は
７
５
０
点
で
す
。

各
部
門
の
市
長
賞
受
賞
者
は

写
真
の
通
り
で
す
。

ま
た
、
市
長
賞
を
除
く
入
賞

者
は
次
の
通
り
で
す
。
（
敬
称

略
）

�
教
育
長
賞

▽
洋
画
　
廣
田

愛
子
（
東
明
２
）
▽
日
本
画

渡
邊
恵
美
子
（
西
大
畑
町
）
▽

総
合
福
祉
会
館
内
の
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
が

健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
、

充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
を

目
的
に
、
第
３
期
「
高
齢
者
水

中
健
康
教
室
」
を
開
催
し
、
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

同
教
室
で
は
、
機
能
訓
練
用

プ
ー
ル
で
、
や
さ
し
い
水
中
運

動
を
中
心
に
、
水
中
歩
行
や
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま

す
。
健
康
な
人
で
あ
れ
ば
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

12
月
７
日
〜
来
年
１
月

25
日
◯Ａ
午
前
10
時
〜
11
時
◯Ｂ
正

午
〜
午
後
１
時
（
木
曜
全
８
回
）

対
象

60
歳
以
上
各
コ
ー
ス
先

着
20
人
（
介
助
不
要
の
人
）

参
加
費

５
０
０
円

申
し
込
み

11
月
20
日（
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
教
室

名
・
コ
ー
ス
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
性
別
、
生
年
月
日

を
記
入
し
市
福
祉
公
社
（
八
千

代
１
・
３
・
１
�
２
４
８
・
６

２
８
２
）
へ
　

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
。
教

室
開
催
日
は
午
後
１
時
半
ま
で

機
能
訓
練
用
プ
ー
ル
の
一
般
利

用
は
で
き
ま
せ
ん

書
道
　
古
屋
彰
士
（
五
十
嵐
１

の
町
）
▽
彫
刻
　
銅
谷
正
明

（
東
堀
通
13
）
▽
工
芸
　
岩
崎

チ
イ
（
真
砂
１
）
▽
版
画
　
河

治
明
恵
美
（
巻
町
）
▽
写
真

大
倉
伸
吾
（
寺
尾
東
３
）

�
美
術
協
会
長
賞

▽
洋
画

番
場
美
和
子
（
長
潟
２
）
、
家

坂
晴
子
（
姥
ケ
山
２
）
、
吉
岡

ハ
ツ
エ
（
女
池
３
）
▽
日
本
画

宇
佐
美
富
士
子
（
白
銀
２
）
▽

書
道
　
福
井
淳
哉
（
五
十
嵐
２

の
町
）
、
本
多
和
宏
（
大
学
南

１
）
▽
彫
刻
　
戸
川
八
重
子

（
青
山
８
）
▽
工
芸
　
藤
田
久

美
子
（
古
町
通
７
）
▽
版
画

大
金
久
子
（
牡
丹
山
１
）
▽
写

真
　
小
見
善
次
（
沼
垂
東
６
）、

大
阿
久
繁
（
粟
山
４
）
、
太
田

聖
子
（
牡
丹
山
１
）
、
片
岡
茂

（
中
野
山
７
）

�
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
賞

▽
洋
画
　
福
田
美
奈
子
（
浜
浦

町
２
）
▽
日
本
画
　
阿
部
久
美

子
（
蒲
原
町
）
▽
書
道
　
戸
谷

和
香
（
小
針
５
）
▽
彫
刻
　
該

当
な
し
▽
工
芸
　
後
藤
博
子

（
新
石
山
１
）
▽
版
画
　
高
山

久
子
（
沼
垂
東
５
）
▽
写
真

風
巻
宏
之
（
女
池
２
）

�
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
　
▽

洋
画
　
斉
藤
モ
イ
（
粟
山
３
）

▽
日
本
画
　
星
野
和
子
（
す
み

れ
野
１
）
▽
書
道
　
浅
野
素
月

（
小
針
が
丘
）
▽
彫
刻
　
藤
田

喜
代
次
（
関
屋
金
衛
町
２
）
▽

工
芸
　
井
村
三
枝
子
（
臨
港
１
）

▽
版
画
　
武
者
愛
子
（
神
林
村
）

▽
写
真
　
櫻
井
精
治
（
沼
垂
東

４
）

�
市
議
会
議
長
賞
　
▽
洋
画

阿
部
延
栄
（
東
中
島
４
）
▽
日

本
画
　
本
宮
て
い
（
近
江
３
）

▽
書
道
　
佐
々
木
悦
（
寺
尾
北

１
）
▽
彫
刻
　
該
当
な
し
▽
工

芸
　
南
ミ
ヨ
（
松
浜
３
）
▽
版

画
　
小
幡
玲
子
（
東
中
野
山
３
）

▽
写
真
　
田
村
恵
（
河
渡
本
町
）

�
商
工
会
議
所
会
頭
賞
　
▽
洋

画
　
猪
爪
冨
美
枝
（
西
小
針
台

１
）
▽
日
本
画
　
増
井
カ
ツ
ミ

（
牡
丹
山
１
）
▽
書
道
　
本
田

紀
子
（
新
中
浜
６
）
▽
彫
刻

該
当
な
し
▽
工
芸
　
牧
野
薫

（
弁
天
橋
通
２
）
▽
版
画
　
�

橋
和
義
（
黒
埼
町
）
▽
写
真

小
出
公
司
（
長
潟
３
）

�
奨
励
賞

▽
洋
画
　
河
野
昭

信
、
五
十
川
か
ほ
る
、
渡
辺
淳

子
、
長
谷
川
和
子
、
倉
島
謙
、

長
谷
川
久
彦
、
矢
八
良
子
、
尾

身
深
雪
、
弦
巻
ハ
ツ
エ
、
松
原

や
す
子
、
土
屋
シ
ヅ
、
諸
橋
ユ

ミ
、
古
川
サ
チ
子
、
和
平
三
七

子
▽
日
本
画
　
白
倉
三
保
子
、

星
山
好
子
、
井
上
和
子
、
高
橋

洋
子
▽
書
道
　
隅
木
越
舟
、
布

施
玉
茜
、
田
村
翠
邑
、
中
西
桂

舟
、
泉
田
佑
子
、
青
木
辰
樹
▽

工
芸
　
星
野
正
昭
、
室
直
子
▽

版
画
　
土
田
映
子
、
下
澤
里
美

▽
写
真
　
網
干
隆
、
宮
知
子
、

内
山
義
昭
、
茂
野
清
子
、
小
泉

俊
昭
、
小
林
敏
行
、
長
北
智
子
、

尾
田
進
、
阿
部
真
理
、
早
福
美

保
、
齋
藤
悦
朗
、
阿
部
早
苗
、

津
野
文
夫
、
三
浦
忠
彦
、
井
上

安
津
子
、
佐
々
木
務
、
北
村
真

美
、
高
橋
定
雄
、
横
木
眞
紀
、

水
上
正
雄
、
細
川
靖
子
、
早
川

喜
美
子
、
水
野
雅
夫

※
市
美
術
館
で
き
ょ
う
12
日
午

後
３
時
ま
で
、
日
本
画
、
書
道
、

写
真
を
展
示
し
て
い
ま
す

め
、
転
出
ま
た
は
死
亡
し
た

翌
月
以
降
分
の
天
引
き
の
停

止
が
間
に
合
わ
ず
、
保
険
料

が
年
金
か
ら
引
か
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に

は
、
な
る
べ
く
早
く
保
険
料

を
還
付
す
る
た
め
、
還
付
先

の
口
座
を
確
認
す
る
書
類
を

翌
月
に
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
介
護
保
険
は
市
町

村
ご
と
に
運
営
さ
れ
て
い
る

た
め
、
保
険
料
は
市
町
村
ご

と
に
異
な
り
ま
す
。
本
市
か

ら
転
出
し
た
人
は
、
転
出
し

ま
た
、
保
険
料
が
天
引
き
さ

れ
る
人
（
特
別
徴
収
）
は
、
年

金
保
険
者
と
の
手
続
き
の
た

た
月
の
分
か
ら
転
出
先
の
市
町

村
で
保
険
料
を
納
め
ま
す
。
保

険
料
が
天
引
き
さ
れ
る
人
は
、

一
時
的
に
両
市
町
村
に
保
険

料
を
納
め
る
形
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
納
め
す
ぎ

た
保
険
料
は
環
付
さ
れ
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課

（
�
内
線
２
７
７
４
）
へ

市
で
は
「
寺
町
を
活い

か
し
た

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」
と

題
し
て
、
11
月
19
日
に
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
寺
町

や
寺
町
に
生
き
る
人
々
に
つ
い

て
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

地
区
活
性
化
に
向
け
て
、
寺
町

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
て
い
こ
う
と
実
施
す
る
も
の

で
す
。

ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
寺
町
を

紹
介
す
る
ほ
か
、
勝
念
寺
住
職

の
今
湊
良
敬
さ
ん
か
ら
、
寺
町

の
歴
史
に
つ
い
て
話
し
て
も
ら

い
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
元

山
梨
学
院
大
学
教
授
の
大
川
照

雄
さ
ん
を
迎
え
て
リ
レ
ー
ト
ー

ク
も
実
施
し
ま
す
。
藤
井
一
郎

さ
ん
（
新
潟
中
心
街
連
合
会
会

長
）
、
竹
林
昭
代
さ
ん
（
�
竹

林
味
噌
醸
造
所
代
表
取
締
役
社

長
）
、
小
川
敏
偉
さ
ん
（
三
河

屋
本
舗
）
ら
か
ら
、
寺
町
へ
の

思
い
な
ど
を
語
っ
て
も
ら
い
ま

す
。ま

た
、
下
町

し
も
ま
ち

を
中
心
に
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
か
ら
、
活
動
紹
介
も
行
っ
て

も
ら
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る

人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
19
日
午
前
10
時
〜

午
後
１
時

会
場

勝
念
寺
（
西
堀
通
７
）

定
員

先
着
50
人

申
し
込
み

街
づ
く
り
推
進
課

（
�
内
線
２
８
２
３
）
へ

転
出
や
死
亡
し
た
場
合
の

介
護
保
険
料

市 長 賞 受 賞 者

丸山恵美
（坂井砂山３）

彫
　
刻

堀田一逕
（山木戸６）

書
　
道

関根京子
（一日市）

日
本
画

新田見英次
（竹尾３）

写
　
真

山際洋子
（平島２）

版
　
画

長谷川好明
（幸栄２）

工
　
芸

池上道幸
（五十嵐３の町）

洋
　
画

平成12年度の保険料の月割計算方法

対　象　者 保険料

・世帯全員が市民税非課税で本人が老齢福祉
年金受給者
・生活保護受給者
世帯全員が市民税非課税
本人が市民税非課税者で、かつ、同居世帯員
に市民税課税者がいる人
本人が市民税課税で合計所得金額が250万円
未満の人
本人が市民税課税で合計所得金額が250万円
以上の人

4,600円

6,900円

9,100円

11,400円

13,700円

段階

1

2

3

4

5

表　平成12年度保険料

※合計所得金額は税法上の所得で、実際の収入とは異なります

（例）平成12年12月１日～12年12月31日に転
出または死亡した人で第３段階に該当する人
の場合
①第３段階の人の１カ月当たりの保険料
（9,100円÷６カ月）
②第１号被保険者としての月数（２カ月）
★平成12年度の保険料　　　　　　　　　
①×②＝3,000円　※100円未満を切り捨て

園芸センター 秋の洋らん展
日時 11月18・19日午前９時～午後４時
問い合わせ 同センターへ

ヘルシーお弁当づくり講習会
日時 11月29日午前10時～午後１時
会場 石山地域保健福祉センター
内容 お話、調理実習、健康運動、ほか
定員 先着30人　参加費 300円
申し込み 保健所健康増進課（�内線36
69）へ

登校拒否の親たちの懇談会
日時 11月19日午後１時半～４時半
会場 総合福祉会館
参加費 18歳以上300円
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 高山（�382-3234）へ

住 宅 建 築 相 談
日時 11月14・28日午前９時～午後４時
会場 市役所第１分館１階ミーティング
ルーム
相談内容 新・増・改築のアドバイス、
公的融資制度、ほか
問い合わせ 建築指導課（�内線3060）へ

教育講演会 少年事件と親、教師
日時 11月18日午後１時50分～４時10分
会場 総合生協会館（新光町）
講師 浅川道雄（元家庭裁判所調査官）
問い合わせ 市教職員組合女性部（�22
2-9839）へ

小規模通所授産施設解説セミナー
日時 11月25日午後１時半から
会場 総合福祉会館
内容 講演「社会福祉基礎構造改革と小
規模作業所・ホーム」立岡晄（共同作業
所全国連絡会理事長） 参加費 1,500円
問い合わせ のぎくの家（�385-3920）へ

リハビリ体操講座　レッツ・リハビリ
日時 11月24日午後１時半～３時
会場 総合福祉会館
対象 身体障害者手帳を持っている人15
人　※応募多数の場合抽選
申し込み 11月20日までに障害福祉課（�
内線2622）へ

日 赤 県 支 部
会場・申し込み 同支部（関屋下川原町1
�231-3121）へ
�男性のための介護教室
日時 11月28日午前10時～午後４時
対象 男性先着30人　参加費 345円
�赤十字幼児安全法支援員養成講習会
日時 11月29日、12月８・13日午前10時
～午後４時　参加費 340円
対象 15歳以上先着20人

地域子育て支援センター事業

木の実を使ってクリスマスオブジェを作ろう
日時 11月28日午前９時半～11時半
会場 新通保育園（新通）
参加費 1,700円　定員 先着15人
申し込み 会場（�268-3132）へ

まごころバザーと作品展
日時 きょう12日午前10時～午後３時
会場 総合福祉会館
問い合わせ まごころヘルプ室（�248-
7175）へ

青年男女の共同参画セミナー
日時 11月24日午後７時～９時
会場 万代市民会館
内容 講演「男女平等先進国ノルウェー
からのメッセージ～わたしたちは、いか
にして男女平等を実現したか」クリスティ
ン・ミーレ（男女平等オンブッド副代表）
問い合わせ 青年男女の共同参画を考え
る会・福嶋（�270-7160）へ

県高等学校総合文化祭
日時 11月14日午後１時半～３時半
会場 音楽文化会館
内容 スライドによる作品（美術・工芸、
書道など）紹介、合唱、詰め将棋、ほか
問い合わせ 県高等学校文化連盟事務局
（�263-1616）へ

痴ほうを理解し共に暮らすために 家族の集い
日時 11月16日午後１時半～３時半
会場 総合福祉会館　定員 先着20人
内容 介護体験者の話と交流
申し込み 保健所健康増進課（�内線36
66）へ

献血バス「ゆうあい号」
寒い時期を迎え、献血者が少なくなり、
血液が不足がちです。献血にご協力くだ
さい。

問い合わせ 献血会場フリーダイヤル（�0120-788224）へ

11・12

11・13

11・15

11・19

11・20

11・21

11・24

11・25

月　日

ジャスコ�新潟東店

新潟デザイン専門学校

東消防署

防衛庁自衛隊新潟地方連絡部

新潟預金事務センター

�マルタケ

デッキイ401

�エヌ・シー・エス

北越製紙�新潟工場

ＪＡバンク新潟県信連

�丸山車体製作所（本社工場）

〃　　　（山木戸工場）

新潟中央病院

マクドナルド万代シテイ店前

午前９時～11時半

午後０時半～４時

午前９時20分～11時20分

午後０時20分～４時半

午前８時半～９時半

午前11時～正午

午後１時半～４時

午前９時半～11時半

午前10時～正午

午後１時～４時

午前９時15分～11時半

午前９時～正午

午後１時～４時

午前10時～午後１時

午後２時～４時

午前８時半～９時半

午前10時10分～正午

午後２時～４時

午前10時半～11時半

午後０時半～４時

午前10時～午後５時半

会　　　　　　場 時　　　間

献血ルーム（全血・成分献血）
東堀（東堀パーク600、２階）
ばんだい（万代シネモールビル２階）

（大形本町3）

（米山３）

（山木戸１）
（船場町２）
（八千代１）
（流通センター4）

（出来島）

（沼垂東２）

（榎町）

（東中通１）

（山木戸８）
（山木戸８）
（新光町）

（万代１）


